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社会的変化 と大学英語教育

田　中　宏　昌
1

1．大学英語教育の方向 ： 「21世紀の大学教育」 の提言

大学英語教育 に 関す る議論は 、 従来の 古典的人文主義的な語学教育観で ある 「教養 と して

の 語学学習」か 、 進歩主義的な 「実践の ため の英語教育」か、と い う レ ベ ル をはるかに 超

え て い るよ うに 見え る 。 平成 13年 の 「英語指導方法改善の 推進 に関す る懇談会』、 平成15

年の 『「英語が使え る 日本人」 の 育成 の た め の 行動計画』 の 最終報告書 は 、 と もに 英 語教

育の 「実効性」「実践性」 の 二 っ を 、 今後 の英語教育の 方向性 として 示 して い る 。
こ れは 、

近年社会 言語 の 分 野で 言及 され て い る 、 英語 1丿テ ラ シ
ー

（Gee，1996； New 　 London

Group
，
1996） の 獲i得と同

一
線上 の 議論で あ る と言え る だ ろ う。 そ れ に続 く文部科学省委

託研究 「英語教育に 関す る研究」で の 大学における英語教育グル
ー

プ の 最終報告書 『21世

紀の 大学英語』
1

で は 、 教員は 「急速に変化する国際情勢を 直視 して 社 会 に 対 す る責任 を

意識 し、
い か に説明すべ きか を真剣 に考えな ければな らな い」（2004，p．1） と冒頭で 述 べ

られ て お り、 英語教育 に 携わ る教員が 「社会か ら隔絶 した大学 とい う組織 に安住す る の で

はな く」、 社会環境の 変化 を充分 に分析 し、 変化に対応 した英語教育実現 を 目指 して い く

必要性 が強調 されて い る。こ の提言の 主 旨は 、 英語 リテ ラ シ ー教育に お い て 、 常に変化 し

っ っ あ る社会的な コ ン テ ク ス トを考慮す る必要性を主張 して い る 議論 （Roberts ，2001）

と 、 同根 の 理 念に基づ くこ と は明 らか で あ る 。

　 『21世紀の 大学英語』 の 提言の 中核をなす、首尾一
貫 した カ リキ ュ ラ ム ・デ ザ イ ン に 基

づ く 「実効 ある教育」（2004，p．5）の 主張は 、 大学 の 英語教育が変化 しっ つ あ る英語 リテ

ラ シ
ー

へ 対応す るべ きで あ ると い う課題 を 明確な形で 提示 した もの で あると評価で きる 。

た しか に 、 現在の 大学英語教育 は、英語 リテ ラ シ
ー
研究の実践的活用 に基づ くカ リキ ュ ラ

ム ・ デ ザ イ ン に よ る もの ばか りとは い え な い
。 む しろ 、

コ ミ ュ ニ カ テ ィ プ ア プ ロ ーチ を採

用 した教科書 の シ ラ バ ス の 集合に すぎな い もの が多 い の で はな い だ ろ うか 。 実際 『21世紀

の 大学英語」 で は 、 「カ リキ ュ ラ ム ・デ ザ イ ン を立案 し、 そ れを運営す る専門職の 教員と 、

高度な コ ミュ
ニ ケ ーシ ョ ン 教育をささえる高度 な能力を身に っ け た教員」　（2004，p．6）

が教育の 現場で必要 で ある として い る。

　 『21世紀の 大学英語』 で は 、
カ リキ ュ ラ ム ・

デ ザ イ ン の 中で も、 とりわけ重要な項目と

して 学習者 の ニ ーズ を把握 した上で の 「目標設定」をあげて い る 。 特に 「学生 の 能力 、 お

よび関心 の ありよ うに つ い て の 調査およびデ
ー

タの 蓄積管理」 （p．5）を重視する 、 学 習者

の 主観に 基づ い た ニ
ーズ分析に よる 目標設定を提言 して い る 。 しか し、「大 学を卒業 した

ら仕事で 使え る英語力」（p．1）、 すなわ ち、英語 リテ ラ シ ーの 獲得を設定す る の で あ れ ば 、
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社会経験の 豊か で はな い 大学生の 主観的ニ
ーズ で は充分 とは言え ない

。 学習者の主観だけ

で な く、よ り客観的な デ
ー

タ に基 づ くニ ーズ分析 が現 実的 な選 択で あ ろ う （Tar。ne ＆

Yuユe ，1989）。 主観的 ニ ーズ に加え て 、 現代社会で の 英語 の 社会的な役割に 関す る 近年の

研究結果を踏 まえ た 、
ニ ーズ分析が必要で あ る 。 そ こ で 本稿で は 、 世界に お ける英語 の 位

置 ・役割に 関 して の 研究　（Crystal， 2003 ； Graddol，
1998）、 と りわけ、 英語教 育 に 影響

を与え る変化 の 大 きな要素と して 頻繁 に 議論 されて い る資本主義 の 変質 （Coyle，
2001；

Fairclough12004 ； Gee
，
2000）、高度 に 発達 した情報技術 （Warschouer，2000）に 注 目し

て 、 現在 の 大学英語教育の ニ
ーズ の 考察を行い

、 さ らに英語 リテ ラ シ ー
獲i得の ため の カ リ

キ ュ ラ ム 変革の 方向性を考察 した い
。

2．新資本主義 （New　Capitalism） と英語 リテラ シー

　1980年代を起点 と して、大量生産を基本 と した 、 旧来の 資本主義が限界を見せ始め 、 経

済 の グ ロ ーバ ル 化 、 イ ン ターネ ッ トに よる情報の 新 し い流通を基盤 と した 構造変革の 一連

の 動 きが始ま っ た 。 そ して 、 こ の 現象を資本主義の 変質 と捉え る議論が盛ん に お こ な われ

て きた　（Coyle，2001）。 応用言語学の 分野で は 、　Gee （1996），
　Fiarclough （2004） らが 、

こ の 資本主義 の 変質が 、 社会 の 中の コ ミ ＝ ニ ケ
ー

シ ョ ン の あ り方 、 言語 の 役割 、 さ らに は

言語活動 の基本 とな る価値観そ の も の も変質させ て い る と主張 し て い る 。 新資本主義

（New 　Capitalism） とい う言葉 は 、 1990年代 か ら、 経営 、 組織変革 、 あ る い は ビ ジ ネ ス 関

係 の
一

般書の 中で 使用 されて い た言葉 で あ る が （Coyle，
2001）、　Faircloughは 、 新資本主

義を 、 単 な る経済的な事象で はな く、 社会生活全体に影響 をあた え る もの と して 、 言語お

よ び コ ミ ュ
ニ ケ ー シ ョ ン の 研究対象 と して 、 扱 うべ きで ある と述 べ て い る 。

However，　using 　the　 term
’
new 　capitalism

’
does　not 　imply　an 　exclusive　focus　on

economic 　 issue： transforrnations　 in　 capitalism 　 have　 ramificatiQns 　 throughout

sociaHife ； and
’
new 　 capitalism

’

as 　 a　 research 　 theme 　 should 　 be　 interpreted

broad⊥y　as　a　concern 　with 　how　those　transformations　impaet　on 　politics，　educa −

tion，　 artistic 　production，　and 　many 　areas 　of 　 social 　life．（2004，　p．103）

本稿で は 、 まず 、
Fairelough の議論 に そ っ て 、 新資本主義に ともな う 、 社会経済的 な変

化が英語 の 使用に ど の よ うな影響を与 えて い る の か 、 さ らに 大学 の 英語 カ リキ ュ ラ ム の 中

で どう反映 させ て い くか に焦点を絞り議論をすすめ て い く。

2−1．経済の グロ
ーバル化 と英語

　こ の 項で は 、 まず経済 の グ ロ ーバ ル 化が 英語に ど の よ うな位置を与え っ っ ある か を考察

した い 。新資本主義 と と もに 進む経済の グ ロ
ーバ ル 化は 、 か な り明白な形で 英語 に特別な

位置を与え っ っ ある 。 まず 、 多国籍化 した環境 の 中で仕事をす る場合 に は 、 共通語 の 設定

が必要 とな っ て くる 。 そ して 企業で は、英語 が共通語 と して 選択 され る場合が多 い 。 企業

以外に も、Crystaユ（2003）に よ ると世界の 国際機関の 85％が英語 を公用語 と して い る 。

日本国内で も、90年代に 入 り、英米企業に 限 らず 、 欧州系企業を中心 に英語 の 公用語化が

進ん だ 。 実例と して 、 フ ラ ン ス の 自動車 メ
ーカ ー

の プ ジ ョ
ー、 タイ ヤ メ ーカーの ミ シ ュ ラ
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ン の 場合、 まず フ ラ ン ス 本社で 、 英語 と フ ラ ン ス 語を と もに 公用語 と して 使用す るガ イ ド

ラ イ ン が 出 され 、 続 い て 日本 の子会社 で は、実質的 に英語が共通語 と して 使われるよ うに

な っ て い る （吉原 ・岡部 ・澤木，2001）。 ドイ ッ企業 の シ
ー

メ ン ス
、 BMW 、

バ イ エ ル な ど

の 日本支社も同様 に 、 英語で 仕事が お こ なわれて い る。 また 、 国際間 の 資本 の 流動 が増加

した結果、さまざまな ス タ／ ル の 企業間 の 提携、合併、 コ ン ソ
ー

シ ア ム な どが生 まれ、多

くの 日本企業にお い て も 、 英語の 使用頻度は増加 して い る （Tanaka，2002）。 た と え ば 、

筆者の フ ィ
ール ド ワ

ーク で 観察 した、日産と ル ノ ーの業務提携で の 場で も、日常的な 口頭

で の コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン や書類 にお け る作業言語 は 、 日本語で もフ ラ ン ス 語で もな く、 英

語で あ っ た 。 英語 の 使用 の 広が りは企業聞だ けで はな い 。 国連 の委員会に お ける作業言語

も現状で は ほ とん どが英語で あ り、 国際的 な援助関連業務の 文章に お い て も、 作業用語が

一般的 に英語で ある こ とが想定 されて い る。

　英語 の 急激な広が りの 中で 、 企業内で は 、 言語 コ ス ト と い う概念が新た に 注 目され て き

た （吉原 ・ 岡部 ・ 澤木 ，
2001）。 言語 コ ス ト に は、まず通訳、翻訳者 へ の 委託 コ ス トが含

まれ る。 重要な会議 、 現地子会社へ の視察な どで は 、
い まだ に通訳を介する こ とが少な く

な い
。 そ の 際の 同時通訳者 に は 、 社員一人分の 月給 とほぼ同額 を支払 う必要が出て くる 。

しか し、さ らに大 きな言語 コ ス トと して、企業 に影響 を与 え る の が意思決定 の 遅れで ある。

国際的な業務 の 中で は 、 時差 を越え て 仕事をする必要が 出て くる 。 常に通訳 ・翻訳者に仕

事を依頼す る こ とが で きな い場合に は 、重要 な意思決定が大幅に 遅れ る こ とが あ る 。 仕事

上の 意思決定 の遅 れは、 ス ピードが要求 され る新資本主義の 環境の 中で は致命的な問題 に

な りか ねな い （Pretchette，1995）。 そ の た め 、 英語 の 急速な広が りに よ り、 国際部門な ど

の 語学 の ス ペ シ ャ リス トで 構成され る部署は企業の 中か ら姿を消 しつ つ あ る 。 通 訳者を介

する よ りも、 社員全体が 英語 を使い こ な して 国際業務を行 い 、 迅速 に業務 に 対応す る必要

が出て きた か らで あ る
。

そ の た め に 英語専門職で は な く社員全体が 英語を 理 解す る必要が

生 まれ て い る 。 そ の 結果 、 教育研修費と い う コ ス トが言語 コ ス トに含まれ る こ と に な っ て

くる 。

　経済の グ ロ ーバ ル 化に よ っ て
、 英語 リテ ラ シ

ーの 獲得は 、 日本国内の さ まざま な 組織の

中で 、 人材開発 の 大 きな柱の
一

っ に な っ て き て い ると い え る。

2−2．教育へ の 影響 ： 国際英語 （World　Englishes） ・

　 こ うした、世界 レ ベ ル で広がる ビ ジネス 、研究を中心 とした英語化 の 流れは、教育に も

影響を与え つ つ あ る 。 現在中国 、
ロ シ ア

、
ブ ラ ジ ル を含む 100以 上 の 国で 、 英語 が 最 も広

く教え られ る言語 とな っ て い る 。 長 い 聞 ロ シ ア 語 を 中心 と した外国語教育をお こ な っ て き

た 、 中央ア ジ ア の 国 々 に お い て も、 カザ フ ス タ ン 、 トル ク メ ニ ス タ ン な ど で の 石油、天然

ガ ス の 資源に 関心 を持つ 欧米 の オ イ ル メ ジ ャ
ー

の 参入 に よ り、英語教育へ の シ フ トが始ま っ

た 。 また 、 宗主国の 言語で あ る フ ラ ン ス 語 が 主要言語 （chief 　language）の 位置を 占め て

い た ア ル ジ ェ リ ア で も1996年 に 、 フ ラ ン ス 語に 替え て 英語を主要言語 と して 教え始め て い

る （Crysta1， 2003）。

　世界 レ ベ ル で の 英語教育の 広が り に よ っ て 、ネ イ テ ィ ブ ス ピ ーカ ー
（NS） の 英語 だ け

を信奉す る英語教育 の 理念 に も疑問が投げか け られ て い る。 Kachru （1986） は 、 国際語

と して の 英語 を 、 ネ イ テ ィ ブ ス ピ ーカ ーの 英語 とは 同
一

視す る の で はな く、国 際英語

（World　Englishes） として複数の 変種か らな る言語群 と して 捉 え る べ きで あ る と ギ張 し
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て い る
。 現在の 世界 レ ベ ル で の 英語の 使用状況を見 る と

、 母語 と して 英語を使 っ て い る人

口が 3 億 2千万か ら 3億 8千万人で ある の に対 して 、
シ ン ガ ポ ー

ル や イ ン ドの よ うに 、 実

質的に公用語 と して 英語を使 っ て い る人 囗 が 3億か ら 5億 、 さ らに 第二 言語 と して 英語 を

使 っ て い る人口は5億か ら10億であ る （Crysta1，
2003，　p．61）。

こ の こ とは 、 英語 を学習

する大学生が 実社会で 英語を使う場合 は 、 NS を相手にする場合よ り も 、 英語 を母語 と し

な い ノ ン ・ネイ テ ィ ブ ス ピーカー （NNS ） を相手 にす る機会 の ほ うが多 い 可能性 を示唆

して い る。 当然なが らNNS 同士が英語で コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン をする場合 に は、　 NS の よ う

な ア ク セ ン トや発音 、 イ ン トネ
ー

シ ョ ン
、 あ る い は地域独特の 言い 回 し （イ デ ィ オ ム ） は

必要 とされな い 。

　英語 リテ ラ シ
ーを国際英語 の 視点か ら捉え た ときに 、 教師の 側に もパ ラ ダイ ム シ フ トが

要求され る 。 こ の よ うな 国際英語の 概念が広まる とと もに 、 NS を 理想 と して 話 す よ うに

指導す る の で は な く、 日本人 と して コ ミ ュ ニ ケ ー
シ ョ ン が 取れ る英語 を話すよ う に指導す

るべ き （Honna ＆ Takeshita，2003）
’i

だ と い う価値観を教師自身が持 っ こ とが 求 め られ

るよ うに な る だ ろ う。

2−3．情報化と新しい英語リテラ シー

　 グ ロ
ーバ ル 化 と と も に 、 新資本主義 の 背後 に あ る 、 もう

一
つ の 大 きな要素 は情報化で あ

る 。
コ ン ピ ュ

ータ の 普及 、 イ ン ターネ ッ トの 広が り、 そ して ソ フ ト ウ エ ア の 機能 の 向上が

コ ミ ュ
ニ ケ

ーシ ョ ン の あ り方 に大 きな変化 を与えて い る 。 まず 、 英語 は知識 へ の ア ク セ ス

と して 重要な役割を果た し始め て い る 。 イ ン タ
ー

ネ ッ トで 提供され る情報の 80％が 英語で

あ る （Gradd。1，1998）。 研究分野で は英語 の 広が りが急速に 進ん で い る 。 た とえ ば言語学

を は じめ 多 くの 分野 で 、英語 で 書か れて 発表 され る 論 文 の 比 率 は 90％ を超 え て い る

（Crystal，　2003）。

　Warschouer （2000） は 、 英語 コ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン の 4 技能 と呼ば れ て い る 「ス ピ ーキ

ン グ、 リス ニ ン グ、 ライ テ ィ ン グ 、 リ
ー

デ ィ ン グ」能力 も、 ITの 発達 に よ っ て 、 大 きな変

貌を遂 げ、英語 リテ ラ シ
ー

の 新 たな枠組みが 生まれ よ うとして い る と主張 して い る。た と

え ば 、 書 く能力に 関 して は ワ
ー

ドプ ロ セ ッ サ
ー

の ス キ ル を身に っ けて い る こ とが前提とな っ

て い る 。 職場に お け る英語に 限 っ て 言え ば 、 グ リーテ ィ ン グ カ ー ド と書類へ の 署名以外 に

手書 きの 英語 が使われる機会 は極端に 減 っ て きて い る 。 極端な議論をすればワ
ー

プ ロ シ フ

トが使い こ な せな い とい う こ とは 、 リテ ラ シ
ーの 欠如を意味 し、 「文章が 書けな い 」 と い

う評価 に 直結する こ と に な る 。 Warschouerは 、 新 しい リテ ラ シ ーが 要求 され る 能力 分野

と して 、 とりわけ リ
ー

デ ィ ン グ と ラ イ テ ィ ン グを挙げて い る 。 そ して 、 新 しい ライ テ ィ ン

グ能力 と して 次の よ うな項 目を挙げて い る
。

　 A ）文書 の 中に テ キ ス ト、 グラ フ
、 音声や動画を活用する こ と に よ るプ レ ゼ ン テ ーシ ョ

　　　 ン 能力

　B ） ハ イパ ー
テ キ ス トの ジ ャ ン ル で 効率的に 文章 を作成す る能力

　 C ）メ ッ セ ージを効果的 に伝え る ため に 内部、外部の リソ
ー

ス を リ ン クで きる能力

　 D ） イ ン ターネ ッ トで ア ク セ ス する不特定な人達か ら、 特定な読者に ア ピ ール す る書 き

　　　方が で きる能力

　 E ）個人間 の E メ
ー

ル の 交換 、
メ
ー

リ ン グリス ト、 チ ャ ッ トな ど の 環境に応 じた 、 語用

　　　論 的な方略 を使 い こ なす こ とが で きる能力 （2000， p．523）
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　日本人の NNS に と っ て は 、 ワ ープ ロ の
、 文章校正 の 機能、 イ ン タ

ーネ ッ ト上 の 辞書 、

翻訳 ソ フ トの使 い こ な しな ど も 「英語 を書 く」能力、に 大き く影響を与え て くる こ とにな る

の で はな い だ ろ うか Q

　 リ
ーデ ィ ン グ能力 も同様に 変化 して い る 。 心理 言語学 の 視点か らは 、

ペ ージで はな くス

ク リ
ー

ン か ら読む こ とは 、
い ままで とは異 なるプ ロ セ ス が学習者 に 要求され る と言われ て

い る （Anderson−lnman ＆ Horney，1998）。 さ ら に リーデ ィ ン グは文字か ら意味を汲 み取

る とい うだ けの 行為 で はな く、よ り社会的な行為で ある とい う近年の 社会言語学か らの視

点 （Gee，1996）で 考察す ると、 リ
ー

デ ィ ン グ能力の 変化 は、英語教育 に よ り大 きな イ ン

パ ク トを与 え る可能性が あ る 。 Landow （1992）は膨大な情報に ア ク セ ス 可能 な イ ン タ
ー

ネ ッ ト上 で 、 ス ク リ
ー

ン か ら読む と い う作業 は、「権威を も っ た
一
人の 著者の メ ッ セ ージ

を受け取る と い う以 上 の 能動的な行為」で あると主張 して い る 。 Shetzerと Warsch。uer

（2000）は 、 イ ン タ ーネ ッ トが 普及 され た社会環境 の 中で 要求される英語 リ
ー

デ ィ ン グ能

力と して次の よ うなもの をあげて い る。

　A ）検索機能を使い 、 必要な情報を見 っ け出す能力

　B ）速や か に
、 情報源の 信頼性を見極め

、 情報の 新 し さ を確認す る能力

　 C ）そ の ペ ージを読み続け るか 、
ペ ージ の 内部の情報に進むか、 外部 の リ ン ク先に進 む

　　　かの 意思決定 をす る能力

　D ）ペ ージ の 一部 を保存す るか、ある い は ペ ージ全体 を保存す るか の 意思決定をす る能

　　　力

　 E）保存 された電子情報を 、 整理 し管理す る能力

　 こ こ で 述 べ た よ うに 、 イ ン ターネ ッ トの 普及に よ り、 英語 の リテ ラ シ
ー

の 変質が 明 らか

に な っ て い る現在 、 大学にお け る英語教育 も、20世紀的 な教育か ら変化 して い くこ とが 求

め られ る 。 例をあげる なら 、
ペ ージ とス ク リー ン に おける 「読 み」 の プ ロ セ ス の 違 い を 考

慮 して 、教師 は従来の リ
ーデ ィ ン グ方略 （ス キ ミ ン グ ・ス キ ャ ニ ン グ丶 単語 の 意味の 推

測 、
ス キ

ーマ の 活用な ど）の 教え方を再考する必要が あるだ ろ う。 また ラ イ テ ィ ン グ の 指

導に お い て は 、 紙とペ ン の 時代と は異な り、ワ
ー ド プ ロ セ ッ サ ー

の 機能を最大限 に活用 し

た英文 の構成 、 文法 ・ス ペ ル の チ ェ ッ ク の 方法を指導に含め る こ とが考え られ る。 そ もそ

も、 英語で 表現する場合 に 、 ど の よ うな ア プ リケ ー シ ョ ン ソ フ トを使 うか と い う選択 も教

師の 側で 教え る必要が 出て くるだ ろ う。

2−4．知的思考の道具 としての コ ン ピュ
ー

タ

　 こ こまで述 べ たよ うに 、 グロ
ーバ ル 化 、 IT化が進 む社会的背景 の 中で 、

コ ン ピ ュ
ータを

ど の よ う に 英語教育 の 中 に取 り込 ん で い くか は 重 要 な 課 題 に な っ て く る 。 CALL

（Computer　Assisted　Language　Learning）に 関 して は 、 すで に広 く研 究されて い るが 、

CALL は本来 、 英語教師の 代替で も、 教育能力の 不足を補う もの で もな い 。 学習者の 自立

的学習能力を育て る こ と に活用 される べ きもの で ある （Kern ，
1996）。 で は 英語 教 師 は コ ン

ピ ュ
ー

タを教育の 道具 として どの よ うに活用 して い く必要がある の だ ろ うか 。 Warschouer

（2000） は 、 単 な る英語 ド リル 教材を提供す る機械と して で はな く、

一
つ の 知的思考の 道 具

として 英語教育 に取 り込ん で い くこ とを主張 して い る 。 英語と コ ン ピ ュ
ー

タ能力を統合さ

せ た コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン教育 と して の 方 向性 を示 した もの と し て New 　 London 　 Group

（1996）の 研究が ある 。 New 　I．ondon 　Groupは英語 の 読み書 きだ けを リテ ラ シ
ー

と して 捉
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えるの で はな く、
コ ン ピ ュ

ー
タ能力を含めた複合的な リテ ラ シー （Multiple　Literacies）を

統合的に 教育 して い くこ とを提案 して い る。 そ して、複合的な リテ ラ シ
ーを教育 して い く

ため の 手法と して
、 次 の よ うな要素を持っ 教育 ア プ ロ ーチ の 可能性 を示 して い る。

　 A ）状況 に適応 させ た実践活動 ：学習者に実際に 意味の ある コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン の 機会

　　　を与え 、 教師 の 指導 の もと に 情報 を集 め 、 交換 す る

　 B ） コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン の 諸要素を明示的に教え る ：新 しい ス タ イ ル の コ ミ ュ
ニ ケ ーシ ョ

　　　 ン ス キ ル を体験に の み頼 っ て 学ぶ の で はな く、 教師か らの 明示 的な教育 （ネ ッ ト上

　　　の エ チ ケ ッ ト、 無料で提供 され る翻訳 ソ フ トの活用方法な ど）が提供され る

　C ）批判的な枠組み ： イ ン タ
ー

ネ ッ ト上 の 情報 の 信頼性を 自ら判断で きる よ うな 批判的

　　　視点を学習者 に 持た せ る

　 D ）経験 に基づ い た さ らな る練習 ： 実体験を内省的に振 り返 り、 よ り高 い コ ミ ュ
ニ ケ

ー

　　　シ ョ ン ス キ ル を獲得 させ るよ うな支援が提供され る

で は 、 こ の よ うな ア プ ロ ーチ で 、 英語 とコ ン ピ ュ
ー

タを活用する試み は実際に は 、 ど の よ

うな教育に結実す る の だ ろ うか ？

3．プロ ジ ェ ク トベ ース の 教育 ： 中国で の カ リキ ュ ラム 改革の例

　新 しい 英語 リテ ラ シ
ー
教育は伝統的な口頭 ドリル 形式や訳読と い っ た授業形態の 枠 に は

収ま りきれ る もの で はな い
。 New 　LQndon　Gr。up の示 した複合的 リテ ラ シ ー

教育の た め

の 具体的な手法の ひ と っ と して 、StoUer （1997） らが提唱 して い る プ ロ ジ ェ ク トベ ー
ス の

教育がある。 2004年に発表された FangとWarsch。uer （2004）の 中国で の ケ ース ス タデ ィ

で 描か れ た プ ロ ジ ェ ク トベ ース の 教育は 、 今後の 英語教育の 方向性の 一
っ を示 して い る。

こ の カ リキ ュ ラ ム 導入 は、経済 の グ ロ
ーバ ル化、IT化 とい っ た時代の 影響を大 き く受 けた

中国の 沿岸部 に ある大学で 実施 された もの で あ る 。 1990年代に 中国政府は学校教育 に コ ン

ピ ュ
ー

タを取 り込む方針を示 し 、 さ らに 、 WTO （World　Trade 　Organization）へ の加入 、

2008年の オ リ ン ピ ッ ク の 開催を前に して 英語教育の 見直 し
「v
を始 め た 。

　Fang ら （2004） に よ る と、 中国に お け る典型的な大学英語教育は 、 日本 の 大学教育 に

良 く似て い る。大学入学前の 6年間の英語学習 の 基礎を持 っ 学生 に対 して お こ な わ れ 、 会

話 、 リーデ ィ ン グ 、 文法、 ラ イ テ ィ ン グなど の ス キ ル 別 ク ラ ス が組み こ まれた 「総合英語」

と い う科目が 中心に な っ て い る 。 授業 の 中で は教員が
、 細か な単語 の 意味や用法 、 文法を

説明す る講義 と 、 模擬 コ ミ ュ
ニ ケ ー シ ョ ン をお こ な う ロ

ー
ル プ レ イや 、 口頭 ドリル が 中心

と な る演習か らな っ て い る。
Fang らが ケ

ー
ス ス タ デ ィ で 取 り上 げて い る カ リキ ュ ラ ム は 、

新 しい 英語 リテ ラ シ
ーを学習目標に設定 し、 従来の 講義 、 演 習と い うス タ イ ル に 替え て 、

プ ロ ジ ェ ク トベ ース教育 を活用 した もの で ある 。 授業内で 、 学生 はグル
ー

プ別 に 外国 の特

定の都市の観光情報を集め整理 し、さ らに そ れを 、
ホ ーム ペ ージ で 発表する。 情報収集は

イ ン タ
ー

ネ ッ ト上 の 情報や現地の学生 などへ の Eメ ール な どを活用 して、自分たちの グル
ー

プ の担当す る都市 の 情報 を調べ る と い う形を とる 。 情報 の発表 は英語で の ホ
ーム ペ ージ作

成以外 に もパ ワ
ーポ イ ン トを活用して の 口頭発表も含まれる ． Fang ら の 研究 は 、 こ の 新

しい プ ロ ジ ェ ク トベ ース の 学習形態に よ り次の よ うな学習成果を確認 して い る。

　A ）実践 的な相互行動 （lnteracti。n ）の 増加 ： 平均 の 学生 は 、 7，230語 の 英文 レ ポ ー ト と

　　　50，7通 の E メ
ー

ル を作成 した 。
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　 B ）自律的な学習能力 の 獲得 ： イ ン タ ビ ュ
ーおよ び参与観察の 結果 、 学生 は以前 よ り強

　　　い 自主性を発揮 して 学習 に取 り組ん だ こ とが分析 された。

　 C ）学習の 妥当性 ；学生およ び学生を採用する企業へ の イ ン タ ビ ュ
ーの結果 、 学生が現

　　　在 ある い は将来必要 となる もの を教え て い る授業で ある とい う評価を得 られ た。

Fang らの 研究 デ
ー

タは、イ ン タ ビ ュ
ー

、 参与観察などを中心 とした質的な研究で あ り、

具体的な学習成果に 関 して は 、 よ り多 くの 母数 に基 づ い た研究 に よ っ て 明 らか に され る必

要が ある だ ろ う。 しか しな が ら、
プ ロ ジ ェ ク トベ ー

ス の 学習が 、 現代 の 英語 リテ ラ シ ーを

必要とする コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン へ の 参画を可能に した こ と に よ り、 今後の
一

っ の 英語教育

の 方向性を示 して い る と言え る の で は な い だ ろ うか 。

4．プロ ジ ェ ク トベー
ス による教育効果と課題

　Fang らと同様 の教育効果に関す るデ
ー

タは、筆者が 1999年〜2004年に か け て 実施 した

プ ロ ジ ェ ク トベ ー
ス の 授業か らも得 られた 。 こ の 試み は 、 大学二 年生を対象 に 、 1学年に

わたる英語授業の 中で 、 後期に あたる 11〜 14週 間を使 っ て実施 された。 英語の 授業の 中で

学生 は、海外 の 英会話学校 の ホ ーム ペ ージを検索 し、 学校 の 場所 、 特徴 、 ク ラ ス メ ー ト に

進め た い英語 コ ース 、 費用 、 宿泊設備 、 さ らに 学校 の ある街の 観光資源な どをパ ワ
ーポイ

ン トに まとめ 、 約 5 分間の 英語 プ レ ゼ ン テ
ー

シ ョ ン に して 、 発表す る と い うもの で あ る 。

授業で は、教師 は、英語 によ る検索 、 学内の サ
ーバ ーを活用 した 取得デ

ー
タ の 管理 、 英語

で の パ ワ
ー

ポイ ン トの作成 の しかた 、 英語で の 発表の 際 の言語的 、 非言語的 コ ミ ＝
ニ ケ

ー

シ ョ ン ス キ ル などを中心 に 情報を教え 、 基本的に最後 の 3 回の 授業で 発表で きる よ うに 指

導 をすすめ て い っ た 。 2003年度の 学生の 場合 は、一人平均 11枚の プ レ ゼ ン テ
ー

シ ョ ン シ
ー

ト （
一人平均約376語の 単語を含む）か らな る パ ワ ーポ イ ン トの フ ァ イ ル を作成 し 、 8 人

の 学生が英語学校の ス タ ッ フ とEメ ール を交換 し、 自宅 に パ ン フ レ ッ トを送付 し て もらう

こ とが で きた 、 Fang らの研究 （2004）に 比 べ ると作成 した英語 の 文書 の 量 は少 ない が 、

こ れ は ホ ーム ペ ージ を作成 しな か っ た こ と 、 英語発表に費や した時間が比較的多か っ た こ

と と 、

一
年で はな く後期 の み を使 っ た こ とが理 由で あ る と考え られ る 。 こ の 教育手法の 具

体的な成果を測定す る こ とは本稿 の 目的を超え る もの で あるが 、 Fang らの 中国 で の 試み

と同様 に 、 学生が主体的に 参加 し、現実的 な 目的を もっ て 英語 に 触れ る機会が もて た こ と

は 、 こ の 教育手法が 従来の 英語教育で は提供で きな い 学習体験を学生 に提供で き る可能性

を示 して い る 。

　英語 の 新 しい リテ ラ シ ーの獲得を 目的 と した プ ロ ジ ェ ク トベ ー
ス の 教育 に関 して は、今

後効果的な指導方法 などの 考察 も含め た 、 よ り具体的な教育効果を探 るた め の 研究が必要

とな っ て くるだろ う。 また同時に 、 プ ロ ジ ェ ク トベ ース の 教育に 関 して は 、 い くっ か の課

題が明 らか に な っ て きて い る 。 まずCuban （1993）が ア メ リカ の カ リキ ュ ラ ム 改革 をテ
ー

マ に した論文の 中で指摘 して い るよ うに 、 教育の 場に 深 く根付い た 「あ るべ き外国語教育

の かた ち ；学生 は どの よ う に学 び、教師 は どの よ う に 教え るか」 と い う概念を大 き く変え

て い くこ と に対す る強 い 抵抗を どう対応す るか と い う課題 で あ る 。 Fang ら （2004） は 、

中国で も同様な抵抗が あ る と述 べ た上 で 、 プ ロ ジ ェク トベ ース の 教育が
、 大学全体に広が

るた め に は まだ多 くの 時間が必要で あ る と して い る 。 教師だ けで はな く、 学生 も持 っ て い

る 「権威か ら知識を学ぶ こ とが本来の 教育で ある」 と い う固定観念か ら解放 され る こ とが

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Meisei University

NII-Electronic Library Service

Meisei 　university

130 明星大学研究紀要
一人 文学部

一 Na41

課題で あ る と指摘 して い る 。

　第二 に 、 教員の側の 技術的な知識や ス キ ル の 不足が 問題 とな る可能性があ る 。 こ の 点に

関 して は 、 大学側の 英語教育カ リキ ュ ラ ム を焦点に お い た人的資源育成の 努力、 教員自身

の FD に よ る 自律的な 自己研鑽が求め られ る
。 大学 に個性が求め られ 、 護 送船団的発 想が

通用 しな い の と同 じよ うに 、 「実効 ある教育」 を 目指そ うとして 、 人的 ・物的資源 の 開発

と投入を お ろそか に す るよ うな こ と ももはや通用 しな い （高田、 高村、
ロ シ ター

、 内野 、

2004）。 こ の課題 は、英語教員 自身の 、 教育力の 自己研鑽 に よ りは じめ て 対応で きる と言

え るだろ う。 さ らに 、 こ の 技術的問題を克服するた め にSergeantはCALL コ ー
デ ィ ネー

タ
ー

の 重要性 を指摘 して い る （Sergeant，2001）。
　CALL 教室で技術的に 教師を サ ポー トで き る

語学教育 の エ ク ス パ ー ト は、新 しい 時代 の 語学教育 に は、非常 に重要 な役割を果 たす こ と

に な るだ ろ う。

　過去 5 年間の 試み か ら 、 筆者自身の 強 く感 じ る第三 の 課題は 、 イ ン タ ーネ ッ ト上 で 簡単

に利用で きるよ うにな っ て きた英語翻訳 ソ フ トを英語教育の 上で どの よ うに捉 えるか とい

う教師 の側に 与え られ た課題で ある 。 現実に は 、 多 くの 英語教師が翻訳ソ フ トを使 う こ と

を禁止 して い る 。 無料で 使え る 翻訳 ソ フ トを使 っ て 、 右に 置 い て あ る もの を 左 に 置 き換え

るよ うに 日本語を英語 に 、 あ る い は そ の 逆がで きる の で あれば 、 問題 はな い の で あるが、

現在 の 翻訳 ソ フ トは そ の レ ベ ル に達 して い な い
。 言語 に よ る表現 は 、 社会的 、 文化的に含

まれ る多 くの 意味 の 流れ の 中か ら単語を選択 し並べ て い くもの な の で 、 機械的に そ の 社会

的 コ ン テ ク ス トを取 り込ん だ言語表現の 置 き換え が で きると は限 らな い の で ある 。 長谷川

（2002）
v

は 、
イ ン タ

ーネ ッ ト上 の 無料翻訳 サ イ トを 使 っ て 「私 は昨晩夢 を見 ま した」を英

訳する と、 複数の翻訳サ
ービ ス で

“
Ilooked　at 　 the　 dream　 last　 night ．

”
とい う誤 っ た

英文が表示 され る こ とを指摘 して い る 。 しか し、 こ の 翻訳 ソ フ ト も利用 の 仕方に よ っ て は 、

学習者 の不十分な語彙 や文法知識を補完す る働 きを果 た して くれ る 。 教師 と して は 、 筆者

は 、
こ の 翻訳 ソ フ トの 現状にお ける限界 を学生 に認識 さ せ た上 で、む しろ翻訳 ソ フ トを う

ま く使 い こ な して 自身の 英語 コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン能力の
一

部と して 活用で きるよ うに す る

ほ うが 、 使用 を禁止す る （禁止 して も学生 は使う の だが）ホりも現在 の 学習者の おか れた

社会的環境を考え る と妥当な選択で あると考 え る 。

　本稿で は 、 文部科学省 の 委託研究 「英語教育に関す る研究」 の 第 4研究グル ープか らの

報告書 『21世紀の 大学英語』の 提示 した課題を考察 する ため に 、 社会 的な変化 に よ る英語

リテ ラ シ
ーの ニ ーズ の変化 、 と りわけ 、 新資本主義 の広 が りとそ の 英語教育 へ の 影響、 国

際英語 の 概念 、 そ して ITリテ ラ シ
ーの英語 リテ ラ シ

ーとの 統合に よ る複合的な リテ ラ シ
ー

の 概念 に っ い て述 べ た 。 さ らに 、

一
つ の 英語教育の 方向性と して の プ ロ ジ ェ ク トベ ース教

育、そ して そ の課題 を 、 中国に お け る先行例 と 、 筆者の 大学の 教室 内で の 試み を もと に し

て考察 した 。 21世紀の 変化 しつ つ ある ニ ーズ に応 える英語 リテ ラ シ ー教育を大学で実施 し

て い くた め に 、 英語教育研究者 は 、 こ こ で とりあげた課題 を直視 しっ っ
、 従来の教育手法

に こ だ わ らな い 、 よ り広い 視点か らの カ リキ ュ ラ ム ・デザ イ ン を考え る必要が あ るだ ろ う。
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